
地

球

鮮
二
十

l
沓

石
の
生
成
せ
る
部
よ
白
玉
糎
以
上
も
隔
れ
る
部
分
に
も

存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
｡

犬
､
結
論

以
上
は
軍
は
中
和
廃
村
紬
的
産
電
束
石

の
産
状
を
報
じ
た
る
に
過
ぎ
覆

い
｡
産
状
よ
カ
推
定
せ

多
大
鍍

聖

火

一
入

ば
花
繭
岩
の
亀
裂
に
治
S

でp
ボ

ロ
ン
其
他
の
物
質
を

含
有
す
る
高
池
の
気
髄
の
作
用
を
受
け
て
.
接
近
す
る

花
園
岩
に
グ
ラ
イ
ゼ
ン
化
作
用
を
及
ぼ
し
p
後
電
束
石

を
結
晶
せ
し
め
た
の
で
は
夜

い
か
と
推
定

さ
る
｡

毒
醤
束
溶
岸
山
脈
附
進
の
地
形
に
就
い
て
(
同
版
望

ハ
腰
骨
)

船

越

.

素

1

目

次

1
'
緒

言

二
､
地
隅
内
デ
ル
タ
の
親
祭

三
も
地
挿
内
村
成
段
丘
の
分
布
及
山
幾
線

の
耽
潜

四
､
悔
1:.&
地
域
の
瞥
見

五
､
海
岸
山
脈
の
地
形

六
㌧
緒
論

参
考
地
形
問
(
五
胡
分
ノ
一
地
形
闘
)新
城
･
花
迦
搬
･水
睦
尾

｡

狐
公
｡木
瓜
山
｡
凪
林
｡抜
手
長

里
｡加
光
渦
｡新
港
｡描
武
鰐
で
公

柄
｡
里
職
｡
都
観
山
｡姦
光
｡
以
上
十
五
枚

一
､

緒

言

轟
轡
の
河
流
地
形
を
通
観
す
る
時
第

一
眼
に
立
つ
も

の
は
､
各
河
流
が
何
れ
も
著
し

い
デ
ル
タ
を
形
成
せ
る

革
で
あ
っ
て
､
本
地
方
に
於
で
も
各
河
流
は
中
央
山
地

よ
み
の
出
口
に
於

い
て
､
著
し

い
然
庵
新
し

い
大
き
孜

扇
状
デ
ル
タ
を
作
っ
て
ゐ
る
革
で
あ
る
｡

基
兼
地
帯
を
流
れ
る
河
流
は
北
に
花
連
浜
､
中
央
部

に
森

姑
轡
湊
及
南
部
に
は
卑
南
大
鏡
の
各
河
川
が
何
れ

79
略
同
蔵
の
型
を
在
し
､
中
央
山
地
よ
与
は

コ
ソ
セ
ク

エ
ン
ト
の
流
路
を
覆
し
基
山
脚
に
於
け
る
出
口
に
は
扇

状
デ
ル
タ
を
作
し
､
地
溝
底
ほ
て
表
れ
等
各
流
路
は
各

流
し
各
々
北
或
は
南
に
流
路
む
と
-
て
鯨
に
注

い
で
ゐ



る
｡
此
中
特
に
花
連
演
及
卑
宙
大
演
は
西
側
山
地
よ
カ

の
出
口
に
於
い
て
大
在
る
デ
ル
タ
を
観
る

の

で

あ

っ

て
'
秀
姑
轡
喋
の
み
は
西
側

山
地
よ
み
の
出
口
に
著
し

い
デ
ル
タ
を
観
ず
し
七
､
尭
側
の
山
地
よ
-
排
出
せ
る

小
支
流

の
デ
ル
タ
は
此
故
的
完
盆
夜
も
の
を
磯
見
す
る

の
で
あ
っ
て
､

此
鮎
前
者
二
河
流
と
は
其
趣
き
を
異
に

せ
る
も
の
で
あ
る
｡

私
は
去
る
昭
和
七
年
十
二
月
か
ら
昭
和
八
年

一
月
に

渉
み
約
二
週
間
を
､
該
轟
尭
地
溝
地
域
と
海
岸
山
脈
の

海
岸
線
の
南
草
部
を
通
過
し
た
｡
其
際
此
著
し

い
デ
ル

タ
及
夫
れ
を

一
部
乃
至
大
部
分
を
破
壊
せ
る
河
流
の
状

態
と
､
東
海
岸
地
方
の
海
蝕
段
丘
の
状
態
は
非
常
に
興

味
あ
る
如
-
E
･3
は
れ
ね
｡
そ
し
て
地
形
閣
議
同
上
に
も

絶
え
ず
好
奇
心
h
r持
っ
て
見
た
｡
私
の
督
時
の
兼
行
が

一
小
部
分
の
錬
床
調
査
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
馬
に
.

途
中
の
種
々
な
地
質
地
形
等
の
観
察
を
覆
す
磯
骨
極
め

て
少
-
な
-
､
只
汽
車

｡
自
動
華
中
は
於
で
地
形
園
と

附
近
の
状
態
等
を
封
栴
洗
意
を
な
す
強
度
に
し
て
､
親

し
-
各
現
場
を
観
察
し
符
を
か
っ
た
故
は
'
本
文
記
述

鼓
滞
米
氾
mi:山
脈
附
近
の
地
形
に
就
い
て

上
可
成
否
殆
ど
推
定
や
想
像
は
過
ぎ
な

い
鮎
の
多

い
事

は
遺
憾
で
あ
る
が
'
通
過
の
際
や

1
部
分
地
質
状
態
等

の
観
察
材
料
を
骨
子
と
し
て
此
虜
に
小
文
を
草
し
た
が

省
み
れ
ば
､
記
述
中
各
所
に
不
備
敏
瓢
は
多

い
が
､
之

は
叉
賂
雄
に
於
け
る
磯
骨
を
待
ち
そ
し
て
叉
諸
先
輩
の

研
究
補
訂
を
希
ふ
次
第
で
あ
る
｡

本
文
中
地
質
事
項
の
観
察
に
で
は
常
時
同
行
の
伊
賀

暗
基
助
氏
及
勝
川
正
人
氏
両
者
の
努
力
に
負
ふ
新
大
で

あ
っ
て
此
鮎
此
虞
に
洗
-
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
あ

る
〇

二
､
地
溝
内
デ
ル
タ
の
観
察

山
脚
の
河
流
排
出
口
に
於
け
る
扇
状
デ
ル
タ
形
式
の

修
件
は
其
流
路
に
於
け
る
急
劇
を
傾
斜
の
鼻
化
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
て
p
両
脚
出
口
に
は
多
少
と
も
必
ず
其
懐

件
を
具
備
す
る
も
の
で
あ
る
が
.
特
に
山
脚
下
に
於
け

る
新
し
い
地
盤
の
擁
曲
或
は
地
暦
に
断
層
等
の
生
成
rb

れ
た
場
合
は
'
流
路
傾
斜
の
急
鼻
を
起
し
馬
に
其
魔
に

は
著
し
い
デ
ル
タ
の
形
成
を
覆
す
｡

本
地
域
は
於

で
も
恐
ら
-
斯
る
新
し
5'
地
塵
に
ょ
-

空

也

山
九



地

増

約

二

十

1

懲

現
在
見
る
如
き
大
デ
ル
タ
む
作
し
た
も
の
で
あ
ら
う
串

は
略
々
推
撃

,小
れ
る
も

の
で
あ
る
が
､
熟
し
大
観
せ
る

際
に
本
地
方
に
於
け
る
両
脚
デ
ル
タ
の
此
鞍
的
整
然
た

る
配
列
を
な
せ
る
に
対
し
て
其
山
脚
線
が
割
合
は
不
規

則
な
線
を
以
て
描

き
ー
地
形
的
は
新
し

い
断
層
等
の
想

像
む
な
し
揮
る
産

殆
ど
な
主

唱
北
部
ク
ツ
キ
リ
演
出

口
附
近
の
直
線
状
川
崖
に
は
三
角
錐
状
両
脚
を
配
列
す

る
革
及
各
演
谷
が
腰
谷
或
は

Ⅴ
車
型
の
峡
谷
等

を

作

少
.
新
し

い
断
骨
組
の
春
巻
を
預
憩
し
得
る
の
み
で
あ

る

○此ク
ツ
キ
リ
演
附
近
の
断
層
戊
は
､
花
連
港
西
部
附

近
ほ
て
其
形
跡
を
絶
ち
､
南
方
延
長
上
に
は
同
様
の
,p

の
を
認
め
ら
れ
ず
前
:;も
相
川
脚
下
の
デ
ル
タ
は
完
金
は

形
成
n
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
p
詑
別
上
困
難
を
戚
ず

る
如
-
で
あ
る
が
後
蓮
す
る
種
々
の
理
由
は
依
つ
V
･

構
成
ru
れ
明
か
は
地
構
内
は
放
て
79
地
盤
の
運
動
が
行

は
れ
ね
事
を
肯
定
し
程
る
の
で
あ
る
｡

荷

デ
ル
タ
形
成
の
候
件
と
し
て
重
要
な
る
は
,
水
量

と
補
選
の
関
係
で
あ
る
｡
水
最
と
荷
畳
の
両
者
通
静
夜

節
六
批

竺

八

二

〇

る
場
合
敦
も
別
懇
的
な

デ

ル
タ

を
作
少
程
る
｡
著
し

一
方
大
は
し
て

7
万
小
な
る
時
に
は
不
完
全

で

あ

ら

'r
･.
rJ水

量
大
な
る
時
は
山
脚
下
の
平
地
に
デ

ル
タ
h
t作
る

と
同
時
は
該
デ
ル
タ
は
挙

り
ほ
破
壊
は
移

-
其
完
全
r
u

を
保
つ
時
期
は

類

い
筈
で
あ
-
｡
又
荷
畳
が
水
畳
に
此

し
大
在
る
時
は
､
完
全
に
デ
ル
タ
形
成
後
は
流
水
は
自

己
堆
積
の
デ
ル
･タ
中
は
潜
入
し

デ
ル
タ
の
表
面
を
流
れ

る
事
少
-
な

い
か
ら
'
該
デ
ル
タ
の
項
部
に
は
益
々
砂

灘
が
堆
積
n
れ
為
に
出
口
デ

ル
タ
償
部
よ
少
上
流
の
流

路
傾
斜
を
小
と
覆
し
蓬
に
は

上
流
谷
底
に
79
堆
積
作
用

を
行
ふ
様
は
在
る
｡

又
横
谷
班
EI
の
岩
質
の
相
異
は
基
山
脚
下
デ
ル
タ
堆

積
の
高
rb
は
不
同
を
壁
ぜ
し
め
る
事
が
考

へ
ら
れ
る
､

即
岩
質
軟
錫
在
る
場
合
に
は
'
澱
初
生
じ
た
断
層
崖
等

ほ
よ
る
高
距
は
直
ち
に
低
め
ら
れ
p
デ

ル
タ
堆
積
が
敢

初
の
崖
高
は
逢
せ
ざ
る
問
に
最
早
堆
積
は
衰
え
る
｡
反

対
に
溶
質
の
頑
固
在
る
場
各
に
は
敢
初
の
断
層
尾
は
容

易
に
侵
蝕
後
退

n
れ
を
い
故
に
'
デ
ル
タ
の
堆
積
は
比



陵
的
完
全
に
敢
初
の
毘
の
高
n
ほ
達
し
程

る

で

あ

ら

う
｡
之
等
の
揚
各
も
前
述
の
水
量
と
荷
畳
の
閥
係
を
勿

論
考
慮
す
べ
9
,で
あ
る
｡

此
外
デ
ル
タ
堆
積
申
又
は
堆
積
後
に
於

い
て
地
殻
の

鼻
位
等
行

は
れ
ね
際
に
デ
ル
タ

の
回
春
或
は
破
壊
の
起

る
事
は
考

へ
得
ら
れ
る
｡

叢
轡
地
方
は
範
熱
帯
気
候
の
地
域
で
あ
る
か
ら
気
候

的
に
河
流
水
盛
の
劇
塵
は
あ
る
が
､

一
般
に
水
盤
豊
富

で
あ
-
､
叉
太
陽
の
幅
射
熱
大
在
る
為
は
岩
石
の
風
化

も
劇

し
-
河
谷
の
侵
蝕
も
大
で
あ
る
事

は

事
案

で

あ

る
.
故
に
河
流
荷
最
は
叉
鞘
骨
太
で
あ
る
｡
従
っ
て
デ

ル
タ
の
堆
積
は
温

｡
塞
昔
の
地
に
此
し
極
め
て
急
速
で

あ
る
串
は
想
像
す
る
に
難
-
は
な

い
｡
猶
又
本
地
域
の

地
溝
西
側
の
山
地
は
､
董
帝
に
放
け
る
最
も
古
期
の
地

層
た
る
粘
晶
片
岩
や
片
麻
岩
の
親
聴
達
し
'
其
走
向
傾

斜
等
も
南
北
北
ハ怖

々
同
様
で
あ
-
馬
に
岩
石
の
硬
度
等

は
南
北
同
様
と
着
順
で
差
文

へ
な

い
｡

本
地
域
の
期
る
使
件
よ
-
考
察
し
て
該
地
溝
の
西
側

に
聴
逢
せ
る
デ
ル
タ
等
は
此
綾
的
新
期
の
も
の
で
あ
っ

掠
附
加
陥
樟
=_
肥
州
近
の
地
形

に
就

い
て

て
､
叉
其
高
度
等
は
割
各
は
常
時
の
地
盤
碑
位
の
帯
皮

を
探
る
べ
き

一
材
料
と
79
な
る
如
-
考

へ
ら
れ
る
p
左

は
各
デ
ル
タ
の
大
き
さ
と
其
高
庇
を
地
形
上
調
べ
て
記

載
し
て
見
た
｡

一
､
我
連
演
の
も
の

河

流
名
又
ハ
地
銘

木
瓜
扶

ロ

ヤ
カ
ン
洗

口

溺
出
椅

拡

及

帖
太
聴
洪
〓

牛

同
相

八
〇

〇
〇
米

八

〇
〇
〇
米

八

〇
〇
〇
米

二
､
卑

甫

大

藻

の
も
の
年
別
維

新
武
路
洗
口
(池
上
村
)
六
二
〇
〇
米

馳

埴

祉

三
二
〇
〇
来

月

野

騨

三
二

〇
〇
米

人
牒
野
村

五
八

〇
〇
米

三
､
外
洋
は
宵
せ
る
も
の

大
南
拐
(轟
火
)

八

〇
〇
〇
米

ク
ツ
キ
リ
淀

誠

サ

二

一
〇

米

1
四
〇
米

.L
二
rJ
水

筒
サ

〟
o
o

米

一
六

〇
米

一
八

〇
米

一
四
〇
米

一
〇
〇
米

六
〇
米

四
､
花
遵
演
上
流
部
及
秀
抽
暫
演
の
左
岸

(
海

岸

山

脈
よ
か
流
れ
た
る
7F
の
〕

望
九

二
J



地大

利

村

抜
手
批
光

描

大

林

:t
'
;+
'
J

大
利

寮

二
五
〇
〇
米

三
〇

〇
〇
非

二
三
〇
〇
栄

一
凹
0
0
米

1
九

0
0
*

節
二
十
1
怨

10
0
釆

iO
O
米

1二
〇
釆

1
0
0
釆

八
〇
米

節
六
離

着
の
如
-
花
連
演
ほ
て
は
三
筒
の
大
デ
ル
タ
を
観
る

が
p
何
れ
も
其
大

き
n
は
略
々
同

一
で
あ
ら
其
高
n
(

デ

ル

タ
牢
閲
の
外
遊
部
よ
-11其
略
中
心
部
迄
の
頗
高
差
)

も

略
々
一
致
し

一
二
〇
米

乃
至

1
四
〇
米
を

不
し
た
｡

些

ニ
デ
ル
タ
は
其
水
源
の
受
水
置
域

の
状
態
略
々
伯
仲

の
有
戚
在

れ
ば
､
大
槻
同
観
念
よ
少
考
察
す
る
79
差
支

覆

い
で
あ
ら
う
故
は
其
デ
ル
タ
の
状
態
も
今
や
形
成
の

最
終
期
在
る
如
-
観
ら
れ
､

木
瓜
演

｡
シ
ャ
カ
ン
演
等

ほ
て
は
教
卓
頂
部
ほ
て
破
壊
ru
れ
ん
と
し
っ
～
あ
る
状

態
で
あ
る
｡
そ
し
て
河
流
は
該
デ
ル
タ
の
表
面
を
網
状

に
自
由
を
氾
濫
原
を
作
し
て
ゐ
る
｡

故
に
上
記
の
デ
ル

タ
項
鮎
の
高
さ
は
略
々
常
時
の
稗
位
の
程
度
を
不
す
も

の
と
看
放
し
で
差
支

へ
覆

い
0

卑
宙
大
浜
Jほ
て
は
上
流
よ
少
池
上
相
の
大
デ
ル
タ
､

旦
席
の
デ
〝
ク
及
大
原
村
の
デ
ル
タ
及
月
野
村
の
デ
ル

第一閲 卑関大摸地溝断面概固

≠_ JD i

四ニ〇

二
二

ク
を
見
る
の
で
あ
っ
て
､
荷
此
外

大
原
村
デ
ル
タ
の
南
隣
に
於
で
庇

寮
の
不
完

金
在
る
デ
ル
タ
を
数
え

る
事
が
出
凍
る
｡

之
等
卑
南
大
湊
は
放
け
る
各
扇

状
デ
ル
タ
は
形
成
後
今
や
破
壊
の

道
碇
に
入
む
つ
ゝ
あ
わ
P
池
上
相
｡

大
原
村
の
二
大
デ
ル
タ
ほ
て
は
澱

早
輩
固
形
の
大
草
は
別
刺
さ
れ
河

岸
に
は
砂
塵
暦
の
壮
大
を
断
面
を

最
高

一
〇
〇
米
近
-
も
露
出
せ
る

の
む
観
る
の
で
あ
る
｡
其
他
の
小

ダ
ル
ク
ほ
て
も
多
少
侵
蝕
作
用
が

行
は
れ
つ
J
あ
る
の
で
あ
っ
て
既

述
の
水
量
の
過
量
か
或
は
又
其
後

の
地
盤
の
殖
位
は
由
る
79
の
か
の

何
れ
か
は
起
因
す
べ

き
で

あ

る

が
､
前
者
の
水
量
問
題
に
摘
し
て

は
､
花
連
浜
に
於
け
る
と
大
差
な



p
,事
は
奥
地
の
地
形
状
態
に
伐
ち
略
々
察
し
得
ら
れ
る

故
に
此
魔
は
於
て
も
敢
近
の
地
盤
の
隆
起
運
動
を
'
肯

定
す
べ
き
事
は
後
述
す
る
班
由
に
よ
っ
て
79
明
か
で
あ

る
と
思
考
さ
れ
る
､｡
而
79
各
デ
ル
タ
の
高
さ
を
見
る
に

池
上
相
の
79
の
は
l
O
O
米
の
高
さ
を
観
る
外
は
全
部

一
四
〇
米
乃
至

l
八
〇
米
に
連
す
る
79
の
で
あ
み
.
花

連
演
に
於
け
る
よ
-1
も
大
在
る
運
動
を
在
し
た
か
ほ
見

え
る
｡
両
も
北
よ
-
南
に

(
池
上
村
よ
カ
月
野
村
)
傾

動
的
晒
位
お
瓜
は
し
め
'
繭
大
原
柑
及
鹿
寮
ダ
ル
ク
の

下
底
は
月
野
村
よ
む
は
少
し
-
下
底
高
さ
を
観
ら

れ
る

が
之
は
後
に
述
べ
る
潜
段
丘
の
存
在
は
起
因
す
る
も
の

で
あ
ら
う
｡

地
溝
東
斜
面
よ
-,h
の
デ

ル
タ
は
秀
姑
轡
浜
沿
岸
と
､

花
連
演
上
流
の
右
岸
の
一

部
と
の
み
で
あ
る
｡
之
等
は

西
側
の
も
の
J
如
-
大
な
る
も
の
で
は
な

い
が
､
各
高

ru
は
順
々
一
定
rb
れ

一
〇
〇
米
内
外
の
高
n
堅
不
し
て

ゐ
る
｡
載
連
演
上
流
の
大
和
相
克
の
デ
ル
タ
等
は
最
も

新
鮮
を
雌
式
的
の
も
の
ほ
て
p
デ

ル
タ
斜
面
上
僅
か
に

小
河
流
が
新
し
-
下
刻
を
初
め
た
状
態
を
良
-
観
察
rb

益
田
氷
粘
搾
山
脈
附
妃
の
地
形
に
就

い
て

れ
る
｡
獅
此
外
参
考
の
為
外
洋
は
直
接
爾
せ
る
渓
谷
出
口
の

デ
ル
タ
を
観
る
に
北
は
ク
ツ
キ
-
演
に
於
v
P
デ
〝
ダ

堆
積
申
海
水
の
腰
饗
に
櫨
る
馬
か
其
形
状
完
金
夜

卒

園

を
な
さ
ず
経

い
弧
状
む
な
し
､
砂
塵
は
遠
-
南
北
に
流

れ
沈
積
せ
る
如
-
､
特
に
花
連
港
附
近
の
海
岸
平
野
の

砂
磯
は
該
タ
ブ
キ
-
渓
の
砂
塵
の
堆
積
在
る
如
-
観
ら

る
｡
故
に
其
高
さ
に
於
て
も
凝
蓮
不
良
に
し
て
､
寧
ろ

峡
谷
の
下
刻
劇
し
-
速
に
現
在
の
如

き
状
態
堅
ホ
せ
る

も
の
で
あ
ら
う
｡

l
方
南
大
湊
(義
光
)
の
デ
ル
タ
は
其
篠
距
離
約
八
〇

〇
〇
米
に
ヱ
長
さ
は

一
〇
〇
米

を
示

し
本
デ
ル
タ
は
前

者
に
比
し
其
形
成
完
金
な
る
を
認
め
ら
る
｡

姦
滞
東
海
岸

は
於

け
る

1
年
中
の
風
向
を
見
る
ほ

(
恒
春
ほ
て
)
一
年
を
通
し
て
約
十
ケ
月
は
北
東
風
卓
越

せ
る
も
の
で
あ
っ
て
.
ク
ツ
キ
-

演
デ
ル
タ
の
不
完
全

と
商
大
浜
デ
ル
タ
の
完
金
在
る
は
'
前
者
は
其
卓
越
風

を
絶
え
ず
直
接
受
け
る
名
流
下
せ
る
砂
塵
は
南
方
に
押

n
れ
現
在
の
花
連
港
附
近
ほ
堆
積
さ
れ
る
も
の
で
あ
ら

ド
ニ
1

二
三



地

球

撃

二
･
l
笹

ぅ
L
p
後
者
は
晦
崖
地
形
の
状
態
甚
よ
少
該
牝
兼
卓
越

風
が
直
接
瑛
口
は
脅
ら
す
名
は
土
砂
の
堆
積
上
最
も
好

都
合
を
少
し
箱
で
あ
ら
う
･U
考

へ
ら
れ
る
〇

三
､
地
溝
内
河
鹿
段
丘
の
分
布
及

山
麓
規
の
状
態

地
溝
内
に
於

て河
成
段
丘
の
分
布
は
必
ず
全
般
的
で

衣
-
し
て
特
に

良好
在
る
凝
連
む
を
す
所
と
.
其
敬
蓮

を
殆
ど
静
め
ざ
る

(或
は
判
然
せ
ざ
る
不
完
金
を
る
馬

?
)
慣
域
と
を
置
別
す
る
事
が
出
凍
る
の
で
あ
る
｡

其
主
在
る
好
登
接
を
観
る
地
域
は
秀
姑
轡
演
沿
岸
の

中
流
地
域
と
'
卑
南
大
浜
の
中
流
地
域
と
は
之
を
認
め

得
る
の
で
あ
る
｡

地
溝
内
を
迫
過
せ
る
際
地
形
岡
上
判
然
た
る
段
丘
を

改
め
糧
ざ
る
地
瓢
の
山
麓
地
域
は
於
で
多
数
の
固
磯
及

砂
磯
の
層
の
山
麓
斜
面
上
は
附
着
せ
る
も
の
&
･
各
所

は
散
見
す
る
の
で
あ
る
が
'
汽
軍
内
よ
カ
の
観
察
は
碕

之
を
充
分
に
究
ひ
る
機
を
得
ず
或
は
又
誤
認
等
は
勿
論

発
か
れ
ざ
る
事
在
る
故
は
､
判
飴
詠
め
た
る
地
域
と
及

同
上
明
瞭
在
る
段
丘
を
認
め
得
る
地
域
の
み
を
と
る
事

節
六
舵

望
1

二
四

と
し
た
0

秀
姑
轡
瑛
沿
岸
の
段
丘
は
本
流
が
地
構
内
よ
う
海
岸

山
脈
地
盛
中
は
駿
入
メ
ア
ン
ダ
ー
せ
ん
と
す
る
瓢
の
附

近
よ
カ
上
流
に
於
て
大
磯
蓬
を
見
る
｡

瑞
穂
騨
よ
ら
間
も
夜
-
入
る
ト
ン
ネ
ル
は
西
側
の
宙

期
山
地
と
段
丘
と
の
怖
々
境
界
は
近

い
線
は
沿
以
開
果

さ
れ
て
あ
ヵ
.
其
兼
の
段
丘
面
は
地
形
岡
上
に
於
で
も

最
も
明
瞭
で
あ
る
｡
段
丘
の
高
rb
は
本
流
氾
濫
原
両
よ

さ
､
最
高
約

一
四
〇
米
飴
聖

不
し
漸
次
南
方
に
低
-

一

〇
〇
米
以
下
と
な

る
｡
而
し
て
岡
上
ほ
て
は
ク
ビ
ラ
瑛

出
口
は
蓮
す
る
間
延
長
十

一
粁
の
磯
達
を
児
､
其
段
丘

宙
最
盛
国
威
は
北
部
ほ
し

で
1
粁
飴
の
幅
を
持
つ
｡

タ
ビ
ラ
瑛
口
以
南
玉
里
部
落
の
西
側
山
贋
地
帯
に
連

す
る
も
の
は
､
地
形
図
上
判
然
せ
ざ
る
も
軍
中
観
察
は

よ
み
段
丘
の
魂
留
物
が
､
山
麓
斜
面
に
未
だ
附
随
せ
る

革
を
考

へ
し
ひ
る
79
の
ほ
て

其
高
さ
は
卒
地
面
J
二

〇
〇
米
以
下
で
あ
る
｡
之
以
南
は
殆
ど
夫
れ
ら
し

い
も

の
を
寵
め
ら
れ
な
い
0

ク
ビ
ラ
瑛
及
ラ
ク
ラ
ク
演
の
出
口
は
他
の
地
域
に
於



け
る
西
側
斜
面
の
各
河
流
出
口
と

其
穐

き
を
異
ほ
し
､

前
輩
に
於
で
述
べ
た
る
如
-
'
扇

状
デ

ル
タ
の
敬
連
夜

-
L
y
.
地
溝
内
山
麓
線
は
洗
-
演
谷
内
に
曲
入
し
て
'

著
し
い
砂
磯
の
堆
積
を
見
る
の
で
あ
る
｡
玉
里
部
落
の

酉
の
小
渓
た
る
卓
曝
ほ
て
7P
小
規
模
な
が
ら
へ
前
者
同

様
の
状
態
を
不
し
て
ゐ
る
｡
又
前
記
の
瑞
穂
輝
の
両
方

紅
葉
渓
及
牧
子
の
西
方
姉
御
釣
演
の
演
目
も
共
に
岡
城

に
し
て
､
地
形
上
所
謂
沈
降
の
状
態
敬
二ボ
せ
る
も
の
と

考

へ
ら
る
｡

東
側
は
(擬
岸
山
脈
側
)瑞
穂
部
落
の
北
方
段
丘
及
謝

神
武
部
落
の
上
､芥
子
審
部
落
の
あ
る
段
丘
は
､
地
形
上

著
し
い
も
の
で
あ
っ
て
瑞
穂
騨
方
面
よ
-
良
-
其
状
態

を
大
観
し
縛
る
の
で
あ
っ
て
.
其
高
さ
は
八
十
来
乃
至

宵
米
を
保
持
し
其
段
丘
両
は
酉
側
の
79
の
轟
に
大
在
ら

ず
｡

芥
子
稀
に
於
で
は
背
後

の
山
地

よ
-
小
浜
谷
流

出
し
.
段
丘
面
上
に
来
長
夜
る
デ

ル
､ク
堆
積
し
倍
大
れ

は
段
丘
昆
鼎
に
落
下
堆
積
し
て
､

此
庭
に
牢
固
錐
型
の

デ

ル
タ
を
作
っ
て
ゐ
る
の
む
固
上
皮
-
観
察
さ
れ
る
0

此
デ
ル
タ
は
南
隣
の
馬
太
林
の
塵
式
的
デ
ル
タ
と
同
期

宗
脚
光
指
揮
=.1
脈
附
妃
の
地
形
に
就

い
て

の
も
の
で
あ
る
罫
が
判
飴
考

へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

前
衆
述
べ
た
る
如
-
大
利
寮
デ
ル
タ
以
南
の
同
斜
面
に

於
で
は
､
蓬
に
デ
ル
タ
の
発
達
を
見
附
か
或
は

一
部
不

完
金
在
る
凝
蓬
を
観

る
ほ
過
ぎ
ず
し
て
､
同
地
方
山
放

線
は
著
し
-
屈
曲
の
状
-竺
不
し
て
ゐ

る事
は
'
ラ
ク
ラ

ク
演
附
近
の
山
麓
線
に
晴
々
似
て
ゐ
る
が
､
該
山
麓
線

の
多
数
突
出
の
両
脚
は
'

一
般
に
低
丘
陵
状
を
覆
す
事

が
p
特
異
在
る
地
形
で
あ
っ
て
､
其

山
部
に
は
薦
段
丘

と
皿
は
れ
る
も
の
が
あ
ヵ
P
屡
々
砂
磯
の
暦
を
現
河
床

よ
う
も
上
位
に
教
見
n
れ
る
の
で
あ
っ
て
紅
塵
附
近
ほ

て
は
よ
-
之
を
見
る
事
が
出
凍
る
｡
秀
姑
轡
演
が
海
岸

山
脈
地
盛
上
に
供
入
メ

ア

ン

ダ
ー
せ
る
地
域
は
於
で

も
､
各
所
に
奮
河
底
の
遺
物
地
形
を
認
め
得
る
も
.
後

資
源
岸
山
脈
の
地
形
ほ
て
遇
べ
る
預
定
で
あ
る
｡

卑
南
大
損
沿
岸
は
於
で
は
秀
妬
轡
演
沿
岸
に
於
け
る

如
-

各
般
的
分
布
は
諌

め
ら
れ
ず
し
て
中
流
部

に
の

み
､
其
凝
達
を
観
る
の
で
あ
る
｡

基
光
線
鹿
野
輝
を
過
ぐ
る
頃
よ
り
西
方
北
緯
閥
演
の

氾
濫
原
の
左
岸
を
な
す
萎
地
臥
著
し
い
二
段
の
段
丘
と

FJ:二

二
九



地

球

節

二
十

1
怨

し
て
良
-
車
中
よ
-
観
察
さ
れ
､
水
平
の
砂
塵
暦
の
断

面
を
見
る
串
が
出
来
る
｡

水
準
上
二
百
米
及
三
官
米
華
度
の
二
段
々
丘
で
あ
っ

て
､
下
段
丘
は
氾
濫
原
面
上
約
六
十
米
平
均
を
保
ち
､

上
位
段
丘
は
之
よ
み
叉
官
兼
以
上
の
高
位
を

不
す
も
の

で
あ
る
｡
之
と
非
封
栴
的
は
右
岸
に
は
大
腰
水
準
上
三

宵
米
以
上
の
平
坦
面
を
見
る
の
で
あ
っ
て
､
前
記
の
高

位
段
丘
は
封
栴
す
べ
き
で
あ
る
○

北
緯
閥
横
地
橋
よ
少
兼
南
方
海
岸
山
脈
の
西
山
崖
を

見
る
ほ
英
断
接
面
ほ
は
､
幡
衣
色
貫
岩
及
砂
岩
の
互
層

せ
る
79
の
を
よ
-
静
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
､
此
断
崖
上

部
の
高
さ
は
平
均
雷
光
で
あ
少
､
水
準
上
二
宵
米
招
高

級
を
敢
高
と
す
る
が
二

万
前
記
二
段
の
下
付
段
丘
は

水
準
上
約
二
宵
米
で
あ
き
之
に
は
第
三
紀
層
の
基
盤
の

露
出
を
見
な
い
｡
朽
葉
輝
の
南
丘
陵
の
北
面

(
三
百
米

丘
陵
)
に
は
堅

二
紀
暦
の
露
出
は
見
ら
れ
夜
か
つ
ね
が
､

表
れ
を
兼
側
は
廻
っ
た
本
流
の
酉
側
断
崖
面
は
果
し
て

如
何
夜
状
態
で
あ
る
か
む
極
め
程
を
か
っ
た
革
は
遺
憾

で
あ
る
p
前
述
の
状
態
よ
与
催
し
で
恐
ら
く
蟹

面

暦

節
六
班

望

畑

二
六

露
出
は
夜
-
､
著
し
在
っ
て
も
下
流
地
域
に
於
け
る
最

も
河
底
に
近
い
鮎
棟
に
存
在
す
る
か
79
知
れ
を

5,｡

相
莱
輝
を
過
ぎ
着
岸
の
轟
地
上
は
革
み
北
諏
胸
配
の

部
落
に
到
る
浅
い
谷
の
両
側
に
は
可
成
著
し
い
磯
暦
の

露
出
を
見
る
革
が
拭
凍
ね
.
此
附
近
は
晴
々
基
地
の
三

百
米
相
高
線
に
近

い
地
鮎
で
あ
る
輩
よ
-1
推
し
て
､
本

矩
型
の
轟
地
表
面
は
全
般
に
磯
暦
堆
横
磯
蓮
せ
る
も
の

と
見
て
差
支

へ
老

い
｡
此
番
地
は
北
新
聞
演
底
よ
タ
約

二
百
米
で
あ
る
｡
叉
鹿
野
村
上
位
段
丘
も
同
様
二
宮
米

を
諌
め
ら
れ
る
｡

之
等
段
丘
に
連
醸
し
て
北
林
閥
葵
が
西
部
の
山
地
内

に
入
っ
て
右
岸
に
二
宮
米
(
水
準
上
)
の
平
坦
段
丘
と
左

岸
に
三
望

ハ
十
米
〔水
準
上
)
の
段
丘
の
饗
達
を
認
め
碍

る
○大

原
村
デ
ル
タ
の
先
端
部
は
近
-
南
北
長
種
約
二
粁

牛

･
幅
最
盛
八
宵
米
河
底
上
の
高
さ
五
十
米
を
有
す
る

新
良
ケ
丘
と
呼
ぶ
小
丘
を
見
る
､
之
に
は
接
近
し
で
親

し
-
観
察
は
し
存
在
か
つ
ね
が
'
明
か
に
菌
河
床
の
磯

の
堆
積
よ
･Cl在
る
前
記
の
三
宮
米
段
丘
と
同

1
の
も
の



な
る
乙
と
.Ht,推
定
し
程
る
の
で
あ
る
｡
該
丘
高
斯
水
準

上
官
九
十
米
と
前
記
三
百
八
十
米

(庇
野
村
段
丘
は
三

宮
六
十
乃
至
三
百
八
十
米
の
も
の
)
と
の
差
は
約
百
九

十
米
に
し
て
.
若
し
新
良
ケ
丘
表
面
は
嘗
骨
牌
の
櫨
の

も
の
と
す
れ
ば
'
鹿
野
村
段
丘
よ
-
は
約
二
官
来
聴
も

沈
降
せ
る
事
と
な
ら
両
者
の
間
に

一
つ
の
不
運
潰
線
即

ち
断
厨
の
如
F
Jも
の
ゝ
春
在
を
想
定
し
夜
け
れ
ば
夜
ら

在

い
の
で
あ

る
｡
新
良
ケ
丘
の
北
方
約
七
粁
の
地
鮎
に

は
雷
公
火
に
鋸
泉
湧
出
あ
-
此
事
賓
は
該
線
上
に
断
層
-

の
存
在
を
肯
定
せ
し
む
べ
き
7
つ
の
材
料
と
在
る
｡

該
断
層
線
の
北
方
延
長
の
東
側
の
二
宵
米
標
高
線
以

上
の
山
地
斜
面
に
は
'
此
膝
的
平
場
を
地
形
を
多
-
見

る
の
で
あ
っ
て
新
武
終
演
河
鹿
面
上
約
百
二
十
米
前
後

の
附
近
に
多
-
之
を
認
め
ら
れ
る
事
は

(
地
質
上
薗
河

鹿
磯
厨
を
直
接
観
察
す
る
磯
骨
を
稗
ふ
れ
な

か

っ
た

が
)
或
は
庇
野
村
段
丘
同
様
の
も
の
が
布
衣
す
る
の
か

79
知
れ
在
い
と
漁
期
す
る
も
の
で
あ
る
'
斯
-
考
察
す

る
時
､
該
断
簡
線
は
宵
公
火
以
南
は
東
側
隅
落
し
以
北

は
西
側
洗
降
し
て
.
現
在
の
河
床
低
地
を
作
っ
た
も
の

益
田
淡
海
梓
川
脈
附
近
の
地
形
に
就
い
て

と
観
る
轟
が
､
種
々
の
地
形
現
象
の
簡
明
上
蛮
骨

だと

考

へ
ら
れ
る
｡

斯
-
て
該
線
は
大
坂
池
の
南
方
よ
-
漸
次
北
々
粟
に

山
地
内
は
延
長
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

鹿
野
村
段
丘
が
明
瞭
夜
二
段
の
段
丘
を
形
成
せ
る
事

と
'
其
下
を
流
れ
る
河
流
の
各
山
地
出
口
の
デ
ル
タ
が

著
し
-
破
壊
さ
れ
つ
-,
あ
る
轟
と
は
興
味
あ
る
軍
資
で

あ
っ
て
､
叉
後
述
す
る
海
岸
段
丘
の
二
段
の
敬
連
と
の

封
綱
は
､
此
虞
に
敢
近
少
-
夜
-
も
二
回
の
地
盤
運
動

が
行
は
れ
た
革
を
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
之
は
結
論

に
於

で詳
述
す
る
.

荘

連演
流
域
に
は
著
し

い
明
瞭
を
段
丘
が
観
ら
れ
覆

い
が
､

一
部
木
瓜
演
の
出
口
よ
少
少
し
-
上
流
と
首
里

橋
演
の
上
流
部
に
各
小
段
丘
ら
し
さ
平
坦
面
を
見
る
が

著
し
-
衣
-
､
其
他
は
兼
山
脈
地
典
の
風
林

･
馬
太
鞍

の
兼
側
斜
面
に
碇
は
し

い
も
の
が
あ
る
現
場
を
知
ら
夜

5,が
'
其
高
n
は
固
上
約
七
乃
至
八
十
米
の
平
坦
在
る

山
脚
を
見
る
の
み
は
七
七
同
山
盛
の
北
部
に
到
れ
ば
山

麓
線
は
小
出
入
線
に
よ
-
措
か
れ
'
本
流
は
直
ち
に
1;

竺

五

二
七



地

球

節
二
十

一
巻

妨
六
腕

脚
下
を
洗
以
流
れ

てゐ
る
｡

梅
岸
山
脈
の
北

珊部
は
漸
次
狭
-
な
ら
其
先
糊
は
濠

に
水
面
に
乾
し
て
ゐ
る
が
之
よ
･9
約
六
粁
北
方
の
花
連

港
術
の
北
部
の
米
撒
山
は
其
頂
上
約
百
米
を
有
す
る
小

丘
陵
で
あ
る
､
之
は
海
岸
山
脈
の
北
方
連
縛
と
看
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
.
同
地
戯
沈
降
の

一
部
頭
部
が
此
魔

に
露
れ
LJ
も
の

であ
る
｡
故
に
本
地
域
は
放
け
る
状
勢

は
源
岸
山
脈
其
79
の
が
著
し
-
敢
近
沈
降
運
動
の
行
は

れ
た
革
を
推
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
､
南
端
の
同
山
脈

の
状
態
と
は
趣

さを
典
に
せ
る
も
の
で
あ
る
｡

E
Z､
海
洋
地
域
の
瞥
見

幣

拝
地
域
を
通
観
す
る
時
秀
姑
轡
演
の
排
出
L｡
附
近

よ
わ
南
と
北
に
於
て

著
し
い
舶
違
瓢
を
勧
め
る
の
で

ぁ
る
､
即
ち
南
部
海
岸
に
は
必
ず
山
地
の
山
脚
に
は
海

岸
平
野
の
饗
蓮
を
見
る
の
で
あ
る
が
､
北
部
海
岸
は
殆

ど
山
脚
は
匿
接
海
波
は
洗
は
れ
極
め
て
稀
は
所
,p
僅
少

在
平
野
(緩
斜
面
と
云
ふ
得
度
)
を
見

る
葦
で
あ
っ
て
､

此
鮎
は
南
北
爾
海
岸
の
最
も
著
し
い

封
柄
で
あ
る
0
南

部
海
岸
は
最
近
自
動
車
道
終
息

還

し
両
期
以
外
は
至

第 二 園 姑子種附近東剛 出貿断面

心ナ拝
吋丸
身tS,地質軸
内

Iも

･ナ

防禦雫 熟 - 郡箪浄 ㌃;lhT -

A

!
白む

.ミ ~-‥ 一 ･:L
こ
入

梅
利
便
と
夜
つ
ね
に

反
し
北
部
海
岸
は
其

完
成
兼
だ
前
途
洋
々

た
る
も
の
で
あ
っ
tJ

徒
歩
交
通
以
外
の
道

路
の
開
通
し
得
ら
れ

覆

い
事
も
.
該
地
形

の
黙
ら
し
ひ
る
塵
夜

の
で
あ
る
｡

大
港
口
附
近
の
海

岸
ほ
て
は
約
E
[十
米

以
下
の
畢
場
面
は
地

表
藤
色
晴
次
色
の
砂

貿
及
小
磯
の
暦
を
在

し
イし姑
手
律
よ
少
加

錬
配
附
近
ほ
到
少
､

水
母
丁
演
附
近
ま
わ

は
漸
次
約
二
十
米
の

平
均
面
以
下
と
在
る



姑
子
律
附
進
の
該
平
坦
両
は
幅
五
〇
〇
米
内
外
を
有
し

水
母
丁
以
南
は
著
し
-
其
幅
79
狭

め
ら
れ
て
ゐ
る
が
荷

上
位
に
は
水
準
上
約
八
十
乃
至
百
米
を
最
高
と
せ
る
緩

い
斜
面
が
観
ら
れ
る
､
之
は
加
走
滞
附
近
に
敢
大
の
幅

(
一
粁
苧
門
外
)
を
以
つ
y
南
と
北
へ
揮

い
弧
状
線
を

描

い
て
ゐ
る
(
北
は
水
母
丁
南
は
烏
有
鼻
に
到
る
)が
唯

石
門
浜
口
ほ
で
.
該
弧
状
線
は
破
ら
れ
八
十
米
平
均
面

を
海
中
に
突
出
し
て
ゐ
る
｡
加
走
轡
尾
の
八
十
米
丘
上

の
道
路
脇
に
於
で
略
々
兼
酉
の
線
を
境
と
し
て
南
に
暗

夜
色
宵
岩
と
北
側
は
基
塊
岩
が
離
め
ら
れ

.L
っ
の
小
断

層
と
考
へ
ら
れ
る
｡

鳥
石
鼻
以
南
に
於
で
も
上
記
同
様
二
段
の
平
坦
甫
磯

連
し
､
三
仙
毒
で
は
下
位
の
も
の
は
約
二
十
米
内
外
の

高
ru聖
ホ
L
t
新
港
以
閥
に
於
て
79
一
粁
内
外
の
幅
を

持
つ
高
位
段
丘
と
狭
長
を
下
位
平
均
甫
と
が
見
ら
れ
､

大
馬
武
猫
附
近
で
は
高
位
面
は
不
完
金
で
あ
る
｡
都
盤

源
岸
に
で
79
亦
下
位
卒
粗
面
は
秋
-
反
対
は
都
望
就
部

群
を
中
心
と
し
て
､
其
帖
約
二
粁
の
高
位
固
あ
わ
南
と

北
へ
加
立
野
同
様
弧
状
を

な
し
て
ゐ
る
｡
何
部
蟹
附
近

試
樹
氷
縦
膵
=l
脈
附
近
の
地
形
に
就

い
て

に
於
で
は
宵
米
樺
高
線
以
上
ほ
て
も
被

い
斜
面
を
見
二

百
米
内
外
の
線
に
迄
達
し
で
ゐ
る
の
は
他
の
地
域
と
興

っ
た
轟
で
あ
る
｡

加
路
蘭
酢
附
近
は
約
六
十
光
線
の
平
坦
両
を
山
脚
下

に
附
随
す
る
79
の
で
あ
っ
て
表
面
は
姑
手
律
附
近
に
頻

似
す
る
砂
磯
暦
を
堆
精
す
る
が
､
磯
に
は
多
数
の
珊
瑚

粗
附
着
す
る
の
む
観
察
し
た
.
此
附
近
で
は
低
位
面
を

地
岡
上
に
も
判
然
見
る
事
が
出
凍
な

い
が
､
該
珊
瑚
の

敬
連
を
見
る
革
は
或
は
本
平
坦
面
が
他
の
低
位
宙
に
利

昏
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
｡

牛
樺
排
撃
士
に
由
れ
ば

(
姦
潜
に
於
け
る
隆
起
刑
瑚

樵
に
就

い
て
､
地
理
塾
群
論
第
七
巷
第
二
駄
参
照
)
董

東
海
岸
山
脈
の
東
海
岸
に
は
珊
瑚
礁
の
聴
蓮
を
謎
め
ず

(私
は
前
述
の
加
路
蘭
敢
附
近
の
路
傍
で
離
め
た
)唯
敢

近
の
隆
起
海
岸
段
丘
の
教
連
は

一
般
に
諏
め
ら
れ
'
其

幅
散
大
四
粁
果
実
普
通
二
乃
至
三
〇
〇
米

･
高
さ
は
普

通
二
十
米
時
に
は
四
-
五
〇
米
に
逢
す
と
あ
-
｡
大
隠

同
上
及
賓
際
観
察
と
は
略

一
致
す
る
が
､
之
は
私
の
所

謂
下
位
段
丘
を
意
味
す
る
79
の
ら
し
-
'
上
付
段
丘
に

望

七

二
九



地

球

鮮
二
十

1
番

封
し
て
は
言
及
し
て
ゐ
老
い
ら
し
5,､
私
は
現
場
観
察

の
結
果
上
位
の
平
坦
而
を
も
海
成
段
丘
な
る
串
を
考
へ

る
も
の
で
あ
る
｡

海
岸
道
路
を
迫
過
せ
る
際
に
地
形
上
特
に
眼
に
着
-

の
は
､
海
樺
山
脈
斜
面
の
著
し
-
直
線
状
で
山
脚
は
急

斜
面
を
以
て
海
岸
に
臨
み
上
位
段
丘
両
に
到
-,h急
に
平

坦
面
を
作
す
こ
と
で
あ
る
.
特
に
水
母
丁
以
南
の
三
問

屋
山
｡
北
花
兼
山
の
兼
崖
と
南
は
三
仙
轟
の
西
方
山
地

を
両
々
酉
に
向
つ
て
都
攣
川
の
兼
斜
面
に
最
も
著
し
い

も
の
が
あ
る
?

一
般
に
急
斜
面
と
平
坦
両
の
接
す
る
瓢

は
一
〇
〇
米
等

高
線
に
依
旦
不
n
れ
る
が
､
都
堂
山
の

斜
面

の
み
は
約
二
〇
〇
米
糠
を
以
て
界
n
れ
て
ゐ
る
｡

私
等
が
督
地
調
査

の
際
は
観
察
せ
る
ほ
姑
子
種
の
段

丘
と
両
側
山
地
と
の
境
界
附
近
ほ
､
北
々
東
-
両
々
酉

の
方
向
を
を
す
断
層
が
寵
め
ら
れ
ね
が
夫
れ
は
大
階
乗

傾
斜
を
覆
し
､
水
母
丁
.%
Jの
中
流
山
間
の
低
地
を
通
過

し
て

前
記
三
間
屈
山

｡
北
花
兼
山
の
兼
斜
面
に
連
絡

せ
る
如
-
恩
は
れ
ね
の
で
あ
る
'
地
形
上
の
急
斜
面
は

一
つ
は
斯
る
原
因
に
疲
る
事
を
晴
々
想
像
し
縛
ら
れ
る

妨
大
紋

望

八

三
〇

の
で
あ
る
○

加
走
滞
｡石
門
渓
･都
聖
山
下
等
の
弧
状
海
岸
線
の
突

出
は
曹
時
の
海
岸
線
に
沿
ふ
断
層
崖
下
の
デ
ル
タ
が
源

水
中
に
堆
積
し
っ
ゝ
あ
っ
た
も
の
の
如
上

現

在
の
タ

ッ
キ
ク
葵
出
口
の
デ
ル
タ
に
階
似
せ
る
7g
の
が
あ
る
.

北
部
海
岸
は
金
魚
私

は
通
過
し
な
か
っ
た
故
に
唯
地

形
同
上
の
観
察
で
あ
る
が
､
南
部
の
如
-
著
し
い
海
岸

平
地
む
伴
は
ず
特
に
上
位
段
丘
の
存
在
等
は
預
期
し
碍

ざ
る
事
は
岡
上
に
て
明
か
で
あ
る
'
下
位
の
段
丘
は
多

少
観
察
芸
れ
る
事
は
牛
樺
氏
の
記
事
に
ょ
つ
て
略
々
察

し
得
ら
れ
る
｡

故
に
南
北
海
岸
を
比
較
封
栴
す
る
時
'
南
部
に
は
二

段
の
平
坦
両
を
有
す
る
に
北
部
に
は
上
位
平
坦

を
放

き

僅
か
は
下
位
段
丘
を
殻
ひ
る
の
み
で
あ
る
､
又
北
部
海

岸
は
上
記
の
如
-
山
脚
は
源
に
直
ち
に
迫
㌔

南
部
海

岸
の
断
層
崖
生
成
歯
時
の
状
態
を
恩
は
し
む
る
も
の
が

あ
る
｡
之
等
の
軍
資
よ
-
推
察
し
て
､
北
部
山
地
は
一

般
は
南
部
の
如
-
上
位
段
丘
時
代
の
隆
起
運
動
が
行
は

れ
を
か
っ
た
か
又
は
極
め
て
小
程
度
の
運
動
に
過
ぎ
ぎ



る
如
-
察
せ
ら
れ
'
所
謂
南
北
は
於
て
皆
時
地
盤
は
不

等
隆
起
作
用
を
夜
し
た
と
考

へ
ら
れ
る
｡
而
し
て
最
近

の
下
位
平
坦
生
成
期
に
於
で
は
大
憶
等
畳
の
隆
起
が
行

は
れ
カ
も
の
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
.

五
､
海
岸
山
脈
の
地
形

本
源
岸
山
脈
は
北
々
東
-
南
々
蘭
の
走
向
に
て
其
延

長
約

l
三
五
肝
を
有
し
.
最
大
の
幅
員
は
三
仙
蔓
の
基

因
線
上
に
於
で
十
五
粁
'
最
小
の
低
域
は
花
連
演
口
の

北
鼎
部
に
し
て

一
粁
以
下
を
保
つ
｡

最
高
鮎
は
三
仙
毒
西
部
の
新
港
山

(
一
六
八
二

二
二

光
)
で
あ
っ
て
､
他
は

一
三
〇
〇
米
以
下
で
あ
る
｡
而

し
て
秀
貼
蟹
演
以
北
ほ
て
は

一
〇
〇
〇
光
に
達
す
る
高

地
は
全
然
秋
け
猫
公
富
士
山
の
九
二
二
･
三
光
を
最
摂

動
と
な
し

てゐ
る
の
で
あ
る
.

秀
姑
聖

演右
岸
の
山
地
に
於
三

二
富
山
(
二

五
〇
｡

二
光
)
よ
わ
大
健

二

10
0
米
内
外
を
噴
瓢
と
し
て
､

粛
々
西
の
方
向
に
走
力
も
玉
里
(
紅
塵
)組
泉
の
北
部
に

落
ち
之
に
並
行
し
て
東
側
に
三
問
屋
山
(
二
二
三

二
九

莱
)
よ
カ
関
々
酉
に
殆
ど

l
三
C
)○
米
以
上
の
高
度
を

悲

憤
光
指
揮
山
脈
附
妃
の
地
形
に
就

い
て

保
ち
つ
J
成
鹿
渡
山
よ
身
猶
南
方
は
新
港
山
の
最
項
部

に
連
す
る
O
之
よ
-
該
山
脈
は
二
分
し
た
型
を
と
-
～

主
脈
は
滑
南
走
し
て
馬
武
緒
渓
盆
地
の
東
側
山
崖
を
か

し
八
〇
〇
来
内
外
よ
少
叉
粛
々
酉
に
都
翌
山
に
連
概
し

て
大
膿
一
〇
〇
〇
米
内
外
の
高
地
を
な
し
藩
に
基
東
中

野
は
捜
し
て

ゐ
る
｡

新
港
山
の
閣
分
脈
は
髄
演
越
の
峠
に
達
し
で
絶
え
て

ゐ
る
0
此
新
港
山
高
地
神
は
北
部
秀
姑
埜
演
近
-
ほ
ヱ
別
記

三
富
山
の

1
地
塵
と
は

一
つ
の
淡
谷
ほ
て
界
n
れ
て
ゐ

る
が
伺
南
方
の
斜
面
に
て
上
記
玉
里
温
泉
の
低
地
を
越

え
て
属
し
'
六
十
石
山
の
地
魔
は
新
地
山
地
塵
の
爾
斜

面
下
に
八
〇
〇
米
乃
至
六
〇

〇
米
内
外
の
高
rb
に
て
階

段
状
を
な
し
て
南
々
酉
の
方
向
は
走
力
､
歯
髄
演
低
地

附
近
ほ
て
､
魔
演
の
横
谷
は
よ
カ
絶
た
れ
､
越
え
て
南

に
約

一
〇
〇
〇
米
の
高
庇
を
ポ
し
っ
J
約
十
五
粁
の
延

長
に
て
兼
は
馬
武
窟
渓
盆
地
へ
襟
斜
面
を
向
け
藩
に
南

々
閣
地
構
内
に
捜
し
て
ゐ
る
｡

秀
姑
蟹
挨
以
北
ほ
て
は
､
牝
よ
み
紡
傭
状
地
塵
を
夜

空

九

三
一



地

球

讐

一
二

容

し
北
々
兼
-
両
々
酉
の
延
長
ほ
て
敢
高
六

〇
C束
を
保

ち
風
林
の
東
部
に
消
え
､
以
南
は
南
方
に

折
れ
た
る
如

き
形
ち
h
fを
L
V
p
約
四
粁
の
間
其
宙
鮎
は
前
者
の
如

-
直
線
状
む
を
r
uず
不
規
律
を
連
頂
線
に
よ
っ
て
誰
め

ら
れ
其
高
n
は
六
〇
〇
米
以
下
で
あ
る
｡
以
南
僅
か
に

一
部
七

〇
〇
米
程
の
模
苗
ほ
て
北
々
尭
-
両
々
酉
の
方

向
の
延
長

を
と
る
も
直
ち
に
夫
れ
は
不
明
瞭
と
在
る
,

秀
姑
唐
演
の
北
部
の
地
域
は
山
地
の
略
々
中
央
入
選
堀

の
低
地
を
囲
み
で
不
完
金
を
固
形
を
な
す
線
に
よ
っ

て

其
最
高
鮎
を
求
め
得
る
の
で
あ
っ
て
他
の
地
域
の
直

線

状
山
嶺
と
は
著
し
-
其
状
態
を
典
に
す
る
の
で
あ
る
C

董
轡
総
督
府
発
行
地
質
間
に
依
れ
ば
東
海
岸
山
脈
地

域
は
､
各
般
に
蟹

二
配
暦
に
し
て
所
謂
常
葉
層
の
塗
色

を
さ
れ
其
中
に
賂
々
北
々
粟
Ii
E;
々
問
の
爽
長
夜
る
延

長
を
以
っ
て
雁
行
状
に
約
三
背
の
安
山
岩
瓶
の
噴
出
背

を
見
る
の
で
あ
っ
て
又
南
方
に
は
斑
響

石
頻
脈
岩
の
逆

入
せ
る
地
域
も
あ
る
(轟
兼
の
北
方
虎
頭
E
･石
苅
山
に

て
箪
者
は
斑
据
岩
?
採
収
)

｡
故
は
本
地
域
は
大
謄
第
三

紀
の
中
新
期
の
堆
積
暦
に
し
て
安
山
岩
頻
の
暁
出
も
之

妨
六
助

望
〇

三
二

以
後
を
る
革
は
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
0

牛
輝
珊
撃
士
は
東
海
岸
の
姑
子
種
S
大
港
口
及
加
疎

配
の
石
磐

石
甲
よ
少
有
孔
鹿
の
鑑
定

に
よ
-
､
該
石
衣

岩
層
が
甲
新
規
の
も
の
と
n
れ
､
クで
し
て
叉
姑
子
律
･大

滝
LiT
附
近
ほ
て
該
地
層
が
尭
傾
斜
を
覆
す
事
に
よ
少
･

本
地
暦
の
逆
極
運
動
を
考

へ
ら
れ
た
｡
私
は
化
石
に
就

い
て
は
金
飴
無
知
識
で
あ
る
政
夫
れ
等
の
事
項
は
封
し

て
は
批
判
を
覆
し
埠
覆

い
が
､
同
氏
の
考

へ
の
如
-
催

足
し
て
以
下
附
近
の
地
質
の
状
態
払
少
し
く
考
究
し
て

見
様
と
皿
ふ
｡

私
は
姑
子
律
附
近
と
秀
姑
聖
浜
下
流
の
地
層
状
況
を

概
観
し
た
が
'
沈
積
暦
は

一
般
に
陪
旗
色
貫
岩
及
砂
質

貫
岩
等
の
互
暦
に
し
て
岩
質
極
め
て
歌
窮
で
あ
る

義

凝
炭
質
の
如
-
観
ら
れ
る
.
そ
し
て

一
般
に
下
部
は
貢

岩
よ
･zl
上
部

へ
漸
次
砂
質
に
移
化
す
る
の
を
寵
め
ら
れ

ら

(
納
々
瑛
上
流
よ
力
覚

へ
大
金
看
海
岸
近
-
ほ
到
る

挨
谷
は
露
出
)

｡
而
し
て
之
等
洪
積
水
成
岩
と
安
山
岩
類

と
の
紺
係
は
該
地
域
ほ
て
は
完
金
に
観
察

し
難
-
､
大

低
の
場
合
断
層
に
よ
身
頃
さ
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
0
(鍋



々
撰
上
流
三
富
山
兼
斜
面
の
硫
化
水
素
水
の
均
耕
地
瓢

は
略
々
水
成
岩
と
安
山
岩
集
塊
岩
の
接
梱
す
る
個
所
で

あ
っ
て
断
簡
の
存
在
を
考

へ
ら
る
)

秀
姑
轡
演
下
流
地
域
ほ
て
は
之
等
貫
岩
及
砂
質
貢
岩

等
の
水
成
岩
の
露
出
を
見
ず
し

て.
東
側
に
於
で
石
衣

岩
磯
達
し
其
走
向
は
北
二
十
度
乃
至

二
十
度
東
に
て
傾

斜
は
楽
々
南
に
五
十
度
内
外
を
艶
め
ら
れ
暦
厚
は
約
三

宵
米
と
瓜
ふ
程
度
で
あ
る
｡

之
よ
み
酉
に
は
(
下
盤
)安
山
岩
質
疑
衣
岩

(
安
山
岩

磯
及
角
磯
を
石
衣
質
物
珊
瑚
等
に
ょ
-
腰
麻
包
囲
さ
れ

た
る
を
観
察
す
る
)
よ
み
漸
次
大
在
る
磯
贋
の
集
塊
岩

の
厚
暦
を
経

て其
下
盤
に
は
叉
角
磯
質
の
部
分
よ
-
遮

ほ
安
山
岩
と

在
っ
て
ゐ
る

(基
塊
岩
層
匿
域
は
水
平
に

約

一
粁
牢
を
磯
達
す
る
｡
之
よ
･q
約

1
粁
牛
木
柑
館
山

嘗
坑
附
近
迄
荷
以
西
は
安
山
岩
で
あ
る
｡)
基
魂
岩
層
理

は
前
記
石
衣
岩
と
同
様
で
あ
る
｡
之
等
安
山
岩
及
基
塊

岩
中
屡
々
.
大
髄
粟
酉
の
方
向
に
岩
脈
を
な
し
で
安
山

岩
(濃
色
撤
密
貿
石
班
の
79
の
)
の
法
人
を
虚
々
に
見
受

け
ら
れ
た
｡
抽
子
律
(
大
峯
及
大
金
石
の
略
々
北
々
兼
)

禎
脚
光
満
仲
山
脈
附
妃
の
地
形
に
就

い
て

滴
々
酉
の
延
長
に
千
,P
波
線
色
岩
脈
を
見
る
｡(
集
塊
岩

中
)

之
等
安
山
岩
.
基
塊
岩
及
石
次
岩
層
計
荷
よ
-
観
察

す
る
に
'
(
下
盤
よ
-1
記
述
)
安
山
岩
は

一
般
は
濃
緑
色

石
基
に
し
て
有
色
頻
物
の
含
量
多
き
を
瓜
は
し
め
p
可

成
捜
基
性
の
7P
の
J
如
-
或
は
該
安
山
岩
は
革
ろ
玄
武

岩
質
安
山
岩
と
旦
試
ふ
.I(
d
t,も
の
か
も
知
れ
覆

い
｡

其
上
盤
部
の
基
塊
岩
の
各
般
を
見
る
に
安
山
岩
に
近

さ
地
域
に
角
磯
質
破
片
を
多
-
含
む
部
分
よ
き
､
や
が

て
大
な
る
同
機
の
厚
い
暦
と
夜
タ
7
磯
は
上
盤
に
進
む

ほ
従
払
小
と
カt･6与
蕗
に
は
砂
質
の
凝
衣
質
の
部
分
を
爽

む
地
域
と
在
る
､
最
上
部
近
-
ほ
て
叉
角
髄
質
集
塊
岩

に
到
-
漸
次
基
塊
岩
中
洞
瑚
其
他
の
石
衣
質
物
を
多
量

混
じ
濠
に
は
石
灰
岩
暦
に
移
化
す
る
の
で
あ
っ
て
'
基

塊
岩
と
石
衣
岩
と
の
的
係
に
放
て
不
整
各
等
は
私
め
ち

れ
在
か
つ
カ
｡

此
の
状
態
を
牛
樽
氏
の
像
想
に
従

S
､
石
衣
岩
を
下

部
と
肴
倣
し
て
考
察
す
れ
ば
､
本
火

山
の
噴
出
は
此
故

的
璃
海
性
噴
出
に
し
て
刑
瑚
鵜
等
の
存
在
せ
し
海
底
に

望

7

三
三



地

政

鰐
二
十

l
巻

爆
発
的
噴
出
は
初
字

e/

多
数
の
角
磯
砂
等
を
抽
出
珊

瑚
礁
上
に
堆
積
し
､
漸
次
海
底
は
隆
起
運
動
を
行
S
つ

j
あ
わ
し
籍
と
､
噴
出
物
質
の
堆
積
と
は
壕
与
､
海
底

は
益
々
稜
-
字
C1.
殆
ど
海
岸
汀
線
の
状
態
と
化
し
他

よ
･q
運
搬
n
れ
し
安
出

石
磯
は
堆
積
し
､
益
々
隆
起
陸

化
と
共
に
該
安
山
岩
の
磯
の
別
磨
少
-
夜
-
大
な
る
磯

を
堆
積
し
た
｡
之
等
固
磯
暦
堆
積
後
に
於
で
活
動
の
中

期
頃
叉
大
在
る
爆
魔
的
作
業
を
行
以
多
量
の
角
磯
質
破

片
の
抽
出
と
改
み
'
後
比
較
的
平
穏
在
る
熔
岩
流
出
期

と
在
っ
た
轟
を
.
前
記
の
観
察
に
ょ
つ
て
考

へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
｡

然
し
本
地
域
の
火
山
活
動
は
恐
ら
-
之
は
よ
少
終
末

を
告
げ
た
る
も
の
で
攻
上

最
新
期
前
期
頃
迄
は
活
動

の
鎗
煤
が
檎
帝
n
れ
た
る
79
の
で
あ
ら
う
事
は
､
海
岸

段
丘
上
の
勝
機
堆
積
物
中
火
山
炭
質
砂
の
堆
積
を
訊
め

ら
れ
る
事
に
よ
-
想
像
さ
れ
る
｡
加
走
,@

･
鳥
石
鼻
其

他
新
港
附
近
ほ
て
集
塊
凝
次
岩
が
節
三
紀
の
海
蝕
面
上

に
被
覆
せ
る
状
態
等
は
此
事
情
里
選
替
す
る
も
の
で
あ

ら
らノ0

鰐
大
紋

望

二

三
四

斯
-
考

へ

て本
地
域
火
山
活
動
は
該
石
衣
岩
上
の
噴

出
と
す
れ
ば

､其
時
代
は
中
新
期
以
後
鮮
新
期
に
到
る

も
の
で
あ
ら
滑
其
飴
カ
は
東
新
期
の
前
期
頃
迄
も
行
は

れ
カ
事
と
在
る
の
で
あ
る
｡
然
し
之
等
の
問
題
は
今
後

侍
充
分
の
地
質
稗
査
の
上
は
あ
ら
ざ
れ
ば
､
時
代
の
決

定
及
其
機
構
等
整
式
々
す
る
事
は
早
計
で
あ
る
が
､
現

在
自
分
等
の
観
た
範
囲
の
知
識
に
ょ
み
て
右
の
如

き
想

像
は
成
立
つ
の
で
あ
る
が
今
後
の
御
示
教
を
希
ふ
次
第

で
あ
る
｡

本
地
方
の
詳
細
を
地
質
構
造
は
不
明
で
あ
る
が
現
在

の
地
質
問
上
の
知
識
で
は
既
は
遊
べ
た
る
如
-
第
三
紀

水
成
岩
中
に
大
勝
三
軍
の
著
し
い
火
山
噴
出
線
を
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
､
之
は
又
現
在
の
山
地
地
形
の
構

造
と
良
-

一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
軟
弱
窒

二
寵
暦

と
安
山
岩
質
の
噴
出
昔
と
の
帯
状
配
列
は
勿
論
侵
蝕
作

用
の
上
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
事
が
考

へ
得
ら
れ
る
､
元

凍
火
山
噴
出
の
状
態
は
普
時
の
地
盤
窮
線
の
存
在
を
も

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
､
現
在
の
地
形
状
態
は
あ

夜
が
ち
侵
蝕
作
用
の
み
の
原
因
と
考

へ
難
-
､
他
に
何



等
か
の
広
田
の
存
在
を
考

へ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

私
の
地
異
的
に
知
る
範
囲
は
極
め
て
少
置
域
の
秀
姑

轡
渓
下
流
お
樺
の
山
地
の
み
で
あ
る
が
､
該
地
域
に
於

で
著
し
い
構
造
線
と
し
て
考

へ
ら
れ
る
の
は
三
富
山
の

兼
斜
面
で
あ
っ
て
､
西
側
の
集
魂
岩
と
兼
側
の
節
三
紀

貫
岩
と
の
境
界
は
断
層
散
在
せ
る
も
の
J
如
-
同
線
上

納
々
演
上
流
に
は
硫
化
水
素
水
の
湧
輯
せ
る
事
は
既
に

述
べ
ね
が
､
之
を
地
形
的
に
深
い
演
を
南
々
両
に
辿
れ

ば
玉
里
亀
泉
湧
出
鮎
を
通
過
し
荷
南
方
成
頗
換
山
の
西

斜
面
下
に
約
八
雷
光
内
外
に
下
っ
て
六
十
石
山
を
見
る

の
で
あ
る
｡
又
班
に
述
べ
た
る
如
-
姑
子
枠
-
大
金
石

の
北
々
兼
-
商
々
問
の
断
層
は
南
方
に
海
岸
斜
面
の
急

崖
を
作
っ
て
ゐ
る
.
上
記
二
線
は
北
部
は
於

て明
瞭
に

断
簡
の
存
在
を
秘
め
未
れ
以
南
に
於
で
も
地

形的
に
著

し
-
断
層
線
在
る
罫
を
隷
憩
し
縛
る
の
で
あ
る
.
他
の

地
域
に
就
い
て
は
地
質
上
背
明
す
べ
き
も
の
を
知
ら
覆

いが
､
右
の
貸
倒
は
よ
カ
本
地
方
の
地
形
的
新
暦
は
又

略
々
地
質
的
断
層
と

l
致
す
る
如
-
考

へ
ら
れ
る
故
は

他
の
同
様
地
形
に
就
5'で
も
同

一
の
考

へ
は
よ
-
僻
秤

試
料
淡
泊
搾
山
脈
附
妃
の
地
形
に
就

い
て

し
て
行
き
た
い
と
皿
ふ
｡

前
記
三
富
山
東
側
の
断
層
兼
を
境
と
し
て
東
側
ほ
て

成
頗
換
山
｡
新
港
山
の
高
地
塵
に
封
し
て
は
三
富
山
の

南
北
地
盛
は
階
落
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
一
つ
の
傾
動
地

塊
で
あ
る
｡
同
様
玉
里
猟
泉
以
南
の
六
十
石
山
は
成
頗

換
山
に
封
し
て
約
四
宵
-
五
官
米
の
高
差
を
以
て
落
下

し
､
之
79
前
者
同
機
傾
動
地
魂
と
し
て
西
側
は
蔑
分
隆

起
の
状
態
を
以
っ
て
地
溝
底
に
按
す
る
｡
三
富
山
地
盛

の
酋
斜
面
下
に
は
又

一
段
低
い
山
地
が
見
ら
れ
る
､
秀

姑
轡
洪
岸
の
木
村
鋸
山
躯
床
の
走
向

(
北
々
兼
-
寓
々

閣
)線
上
を
晴
々
堺
と
し
て
隅
落
し
'
夫
れ
は
叉
地
溝
側

は
於
で
隆
起
し
た
傾
動
地
塊
の
形
で
あ
る
.
六
十
石
山

東
の
断
層
線
は
何
南
方
に
延
長
し
髄
演
の
低
地
を
縦
断

し
て
新
武
終
演
の
左
岸
山
地
の
中
腹
を
走
ら
濠
は
北
緯

園
演
の
左
岸
は
到
少
消
え
て
ゐ
る
｡
楯
之
は
並
行
し
て

地
溝
東
側
の
雷
公
火
の
断
簡
は
既
に
記
し
た
如
-
で
あ

る
｡
叉
海
岸
断
骨
組
は
北
方
よ
-
の
延
長
は
略
々
追
跡

し
得
て
'
都
堂
山
の
兼
急
斜
面
を
迫
力
少
し
-
西
方
に

折
れ
て
山
脈
を
斜
行
し
､
卑
南
大
浜
下
流
の
利
基
刺
青

望
三

三
五



地

輔

節
二
L

.L
怨

節
米
統

の
鶴
尭
湧
出
紐
は
連
絡
せ
る
如
-
で
あ
る
｡

秀
鯨
轡
洪
以
北
の
山
地
ほ
て
比
校
的
明
瞭
を
の
は
水

運
尾
部
落
よ
-
北
々
米
に
は
､
海
岸
に
出
で
山
地
の
急

斜
面
"Lll作
ら
粛
々
問
の
方
向
に
は
､
山
脈
を
斜
行
し
て

地
経
は
姫
以
大
巴
聖
の
冷
東
泉
の
裂
線
は
碍
-
p
之
と

並
行
し
た
加
賂
蘭
配
部
落
の
北
部
海
岸
の
恵
山
崖
の
線

は
寓
々
酉
に
走
ら
秀
姑
轡
演
北
部
の
山
地
に
入
-
此
慮

ほ
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
宙
々
西
に
引

い
た
線
上
に
は

地
麓
西
側
は
瑞
穂
塩
見
を
湧
出
し
て
ゐ
る
｡
而
し
て
該

断
層
線
を
境
と
し
て
何
れ
も
海
岸
側
は
北
側
の
地
亜
上

昇
し
地
溝
側
は
其
反
封
に
南
側
地
盛
が
上
昇
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
｡
(

挿
園
地
塊
運
動
模
式
図
参
照
)

秀
姑
轡
演
北
部
の
山
地
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
他
の

地
域
と
典
を
-
山
嶺
線
の
状
態
著
し

い
相
展
を
見
る
､

之
を
地
溝
内
よ
み
望
見
す
れ
ば
不
規
則
を
鋸
歯
状
霊

肝

び
莞

万
石
の
露
出
が
認
め
ら
れ
'
所
謂
発
現
岩
地
の
侵

蝕
状
態
を
現
は
し
て
ゐ
る
地
質
図
ほ
て
も
該
附
鑑
は
帯

状
火
山
背
中
他
の
地
域
よ
わ
も
膨
れ
た
形
ち
を
な
す
｡

前
述
の
火
山
活
動
の
記
載
ほ
で
述
べ
た
る
如
-
或
は
該

第 三 間 違轡東海岸山脈地魂運動模式



基
塊
岩
粕
は
p
最
新
の
噴
出
は
係
る
も
の
で
あ
る
か
も

知
れ
な

い
｡
直
線
状
山
貌
は
此
塵
に
於

い
イ｣
不
分
明
と

を
つ
.tJ
ゐ
る
却
79
'
前
記
端
緒
弧
泉
の
裂
線
生
成
後
の

噴
出
の
馬
に
該
構
造
線
が
基
塊
岩
下
に
捜
し
て
其
状
態

を
地
形
上
恕
め
ら
れ
な
い
班
由
と
も
な
る
｡

上
述
の
如
く
本
山
脈
を
斜
行
す
る
数
個
の
断
層
線
は

全
般
か
ら
兄
で

一
つ
の
雁
行
裂
櫨
群
の
型
式
を
持
ち
又

火
山
噴
出
線
の
状
態
と
よ
-

'1
致
す
る
の
で
あ
る
｡
故

に
本
地
域
は
南
-
か
ら
斯
る
鍋
紙
上
に
於

い
て
練
返
し

活
動
む
な
し
つ
!
あ
る
の
で
あ
ら
う
｡

桐
山
地
内
に
て
恢
入
メ
ア
ン
ダ
ー
を
な
す
河
流
の
存

在
と
､
可
成
高
砕
選
に
準
平
原
遺
物
ら
し
い
平
均
面
の

春
准
す
る
革
で
あ
る
｡

新
港
山
と
都
聖
山
の
間
に
は
南
北
に
助
鎌
状
低
地
を

山
間
に
見
る
が
'
共
感
に
は
小
規
模
な
が
ら
可
成
完
金

な
メ
ア
ン
ダ
ー
を
な
す
馬
武
焔
演
を
観
る
､
河
岸
中
仙

は
日
米
以
下
で
あ
っ
て
卑
甫
大
藩
下
流
の
水
準
は
等
し

い
卸
は
典
塵
あ
る
事
寛
で
あ
る
O
そ
し
て
流
域
沿
接
に

ば
闇
米
線
及
二
宮
米
紙
附
近
の
二
段
の
河
成
段
丘
を
聞

非
附
加
氾
井
川
脈
附
妃
の
地
形
に
就

い
て

上
訟
め
ら
れ
る
O
此
低
地
の
兼
壁
を
な
す
斜
面
は
可
成

急
崖
で
囲
ま
れ
て
ゐ
る
が
､
西
側
斜
面
は

一
般
に
緩
斜

面
を
覆
し
多
数
の
網
状
小
谷
に
刻
ま
れ
た
山
地
の
各
尾

根
に
は
､
極
め
て
緩

い
傾
斜
の
平
坦
面
に
よ
-
漸
次
高

位
置
は
達
し
､
標
高
約
八
LTTT米
よ
-
山
地
は
急
傾
斜
を

作
し
頂
上
の

一
〇
〇
〇
氷
に
到
る
の
で
あ
る
｡
叉
新
港

山
頂
上
よ
卓
酉
斜
面
は
於

い
て

一
〇
〇
〇
米
標
高
附
近

迄
の
間
に
は
揮
い
斜
面
を
見
'
之
よ
-1
急
に
下
っ
て
五

〇
〇
-
六
〇
〇
米
附
鑑
に
又
平
坦
面
を
見
る
が
之
は
又

多
数
の
小
谷
は
よ
卓
侵
蝕
下
刻
を
受
け
其

l
部
を
遺
す

の
み
で
あ
る
｡
此
外
六
十
石
山
頂
の
卒
垣
面
や
､
北
花

束
山
及
三
富
山
の
各
酉
斜
面
等
は
著
し
い
も
の
で
あ
っ

て
附
近

一
般
の
著
し
い
侵
蝕
谷
の
磯
達
に
反
す
る
不
思

議
な
地
形
の

一
つ
で
あ
る
C
之
に
勤
し
地
溝
両
軸
は
於

て
7?
タ
ビ
ラ
演
の
山
口
北
方
に
は
五
官
米
内
外
の
平
均

面
を
見
叉
卑
甫
大
演
の
閣
側
に
で
も
屡
々
七
-
入
官
米

前
後
の
平
均
面
遺
物
と
恩
は
れ
る
地
形
を
静
め
得
る
の

で
あ
る
｡

新
港
山

∴
ニ
富
川

･
北
花
東
山
等
の
山
頂
平
均
面
は

巨

岩

.三
七



地

球

葬
二
十

1
巻

平
均

7
0
C
O
米
附
近
で
あ

っ

七
大
鰭
三
者
典
略

7

敦
す
る
79
の
で
あ
る
が
､
之
は
或

は準
平
原
両
の
遣
物

で
あ
ら
う
と
察
せ
ら
れ
之
に
封
し
て
六
十
石
山
頂
及
新

港
山
西
斜
雨
下
髄
演
上
の
各
平
坦

面は
前
者
の

1
0
0

0
来
よ
与
平
均
四
首
-
五
官
米
程
下
位
を
不
す
罫
も
略

々
一
致
す
る
｡
南
平
川
面

の
高
位
差
は
上
衣
述
べ
た
各

断
層
線

生
成
の
結
果
西
側
斜
両
の
班
下
聖

印
す
革
と

な
る
0
タ
ビ
ラ
演
出
口
其
他
の
西
側
山
地
上
の
平
坦
面
を
骨

時
の
準
卒
悦
の

一
部
と
考

へ
る
在
ら
ば
東
部
山
地
の
新

港
山
等
の
平
坦
面
と
の
高
差
は
約
五
雷
光
内
外
を
不
し

興
味
あ
る
封
稀
と
考

へ
ら
れ
地
構
内
に
於
け
る
地
盤
の

運
動
状
態
考
察
上
の

一
資
料
と
も
在
る
｡

地
盛
上
に
於
け
る
メ
ア
ン
ダ
ー
に
就
い
て
考
察
す
る

ほ
､
馬
武
窟
韓
の
状
態
は
前
記
班
に
述
べ
た
る
如
く
.

山
側
平
坦
面
は
其
西
側
に
好
磯
蓮
を
不
し
兼
側
に
は
殆

ど
夫
れ
む
観
め
難

い
革
は
地
盤
の
東
側
傾
動
聖
不
す
79

の
で
あ
る
p
其
傾
動
地
盤
上
を
先
行
せ
し
該
流
路
の
東

側
沈
降
地
域
に
は
､
著
し
い
荷
畳
の
砂
塵
堆
種
が
行
は

節
大
助

望

六

三
八

れ
之
と
共
に
漸
次
流
路
は
堆
積
面
上
を
自
由
這
行
を
覆

す

1
万
'
西
側
の
隆
起
地
域
は
此
魔
に
侵
蝕
段
丘
を
作

か
潜
河
鹿
を
段
々
上
位
に
収
穫
し
該
面
は
又
多
数
の
小

谷
に
ょ
み
下
刻
さ
れ
､
其

一
部
平
坦
面
を
山
機
に
磯
す

様
に
在
る
｡
故
に
傾
動
運
動
が
徐
々
は
同

一
方
向
を
と

る
と

き
は
隆
起
地
盤
側
の
磯
丘
両
は
鹿
-
発
達
n
れ
る

事
は
明
か
で
あ
る
｡
馬
武
錯
湊
の
西
側
斜
面
は
此
場
合

h
l意
味
す
る
如
-
平
坦
面
は
約
七
-
入
官
米
附
鑑
に
達

し
で
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
魚
も
該
傾
動
が
兼
の
鯨
樺
地
盛

の
西
斜
面
下
を
略
々
其
限

界
線
と
し
て
行
は
れ
た
事
を

想
像
し
得
る
の
で
あ
る
｡
故
に
馬
武
窟
棋
流
路
は
既
は

本
地
域
の
陸
化
初
期
よ
み
の
先
行
性
の
79
の
ほ
て
準
平

原
曹
時
既
に
メ
ア
ン
ダ
ー
流
路
を
辿
わ
つ
･J
而
し
て
最

近
の
地
盤
運
動
に
も
影
響
さ
れ
た
と
皿
は
れ
る
.

1
0

0
米
乃
至

一
〇
〇
光
線
附
近
の
二
段
の
河
段
丘
は
之
を

驚
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

秀
姑
轡
韓
の
瑞
穂
部
落
以
東
の
山
地
中
の
駿
入
メ
ア

ン
ダ
ー
の
状
態
を
観
る
ほ
七
大
髄
地
盤
は
木
偶
動
運
動

が
行
は
れ
つ
～
あ
る
事
が
考

へ
ら
れ
る
｡
澱
近
の
隆
起



運
動
は
晴
々
1
0
0
米
以
下
の
線
は
よ
阜
葡
流
路
を
辿

ら
れ
.
狗
前
記
の
運
動
は
約
二
〇
〇
来
援
高
根
に
よ
っ

て大
股
を
二不
さ
れ
る
｡
基
金
舷

の
状
態
を
見
る
に
下
流

地域
は
流
路
を
著
し
-
短
縮
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
諌
め

ら
れ
､
現
在
殆
ど
直
線
状
流
路
を
と
ら
ん
と
し
っ
J
あ

る
の
で
あ
わ
.
奇
密
の
曲
流
以
西
は
嘗
メ
ア
ン
ダ
ー
の

肱
を
切
断
し
以
前
よ
与
は
著
し
-
其
流
路
を
締
め
た
状

憩
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
'
来
れ
は
一
般
に
幾
分
地
盤

の
下
降
(
海
岸
側
地
塵
の
隆
起
に
よ
る
相
封
的
下
降
)
に

ょ
与
荷
畳
砂
塵
の
河
鹿
堆
積
の
糖
弟
河
床
は
上
昇
し
薗

曲
流
の
肱
の
鞍
部
の
高
さ
迄
堆
積
し
蓬
に
其
廃
を
乗
･Ja

越
え
た
る
如

き
を
79
観
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
.
特
に
瑞

穂
以
東
獅
子

山
迄
の
二
曲
流
は
著
し
-
其

戚を
強
め
ら

帆
.
奇
密
附
淀
の
二
曲
流
は
河
床
の
堆
積
と
下
流
に
於

け
る
急
劇
を
下
刻
の
影
響
を
受
け
て
p
贋
鞍
部
は
下
流

よ
み
の
侵
蝕
削
刺
を
衆
多
蓬
に
肱
の
鞍
部
が
切
断
n
れ

光
る
こ
と
が
観
察
誤
れ
る
｡

斯
る
流
路
の
鼻
蓮
は
前
項
の
該
附
近
断
層
運
動
と
鋼

係
し
て
考
察
&,･味
す
れ
ば
別
飴
す
る
｡

姦
滞
米
港
沖
山
脈
附
近
の
地
形
に
就

い
て

秀
姑
轡
演
が
現
在
の
如
き
地
盛
横
断
の
流
路
を
と
っ

た
班
由
は
私
に
は
未
だ
充
分
解
明
さ
れ
な
い
が
'
北
方

山
地
の
新
集
塊
岩
の
噴
出
は
或
は
現
在
の
如

き
､
流
路

を
と
ら
し
め
た

一
つ
の
原
因
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
0

本
流
路
に
放
け
る
故
人
メ
ア
ン
ダ
ー
の
二
官
米
以
下

に
於
け
る
二
回
の
隆
起
遊
動
の
遣
物
は
馬
武
居
演
に
於

け
る
二
段
の
段
丘
と

一
致
し
叉
地
溝
内
の
最
近
デ
ル
タ

形
成
後
の
二
回
の
運
動
と
も
好
く

1
致
す
五
番
賓
で
あ

る〇

六
､
緒

論

轟
東
海
岸
山
脈
と
其
西
側
の
中
央
山
脈
と
は
地
質
状

態
に
於
で
非
常
に
相
異
が
あ
-
時
代
的
に
も
可
成
の
腰

隔
の
あ
る
革
は
周
知
の
轟
で
あ
っ

て.
地
層
堆
積
上
著

し
い
不
整
合
あ
み
'
先
天
的
に
其
素
質
を
輿
に
し
該
境

界
地
域
に
於
け
る
種
々
在
地
殻
輿
動
の
起
･Jl易

さ
理
由

と
在
る
の
で
あ
っ
て
､
本
地
溝
の
形
成
上
多
大
の
閲
係

を
有
す
る
事
は
否
め
を
い
が
､
上
氷
屡
々
述
べ
た
る
如

-
本
地
溝
の
形
成
上
特
に
直
接
該
界
線
上
に
於
て
の
著

し
い
鍵
動
h
t行
S
た
る
を
認
め
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
っ

望

七

三

九



地

球

壁

二
二

番

tJ
.
海
岸
山
脈
地
盛
上
の
穂
々
在
る
地
殻
超
勤
に
填
る

結
果
現
在
の
如
き
南
北
の
顕
著
夜
地
藩
を
形
成
せ
る
も

の
で
あ
る
革
を
知
っ
た
の
で
あ
る
｡
月
中
央
山
地
の
山

脚
は
大
小
の
出
入
は
あ
る
79
放
し
て
大
雄
直
線
状
を
覆

す
事
は
､
或
は
海
岸
地
塵
の
堅

二
瓶
暦
堆
積
以
前
の
地

殻
鼻
動
に
よ
力
作
n
れ
た
る
断
層
線
の
存
在
が
推
定
し

得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
､
其
東
側
の
第
三
紀
層
は
丁
度

現
在
の
海
岸
山
脈
兼
の
海
底
沈
積
暦
の
生
成
は
等
し
い

状
態
の
下
は
形
成
rb
れ
た
る
も
の
な
の
で
あ
ら
う
0
斯

-
考

へ
る
時
毒
兼
地
溝
の
生
因
は
決
し
て
単
純
な
る
南

北
線
等
ほ
よ
る
結
果
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
事
が
首
肯
し

得
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

一
般
の
地
質
状
態
よ
卓
考
察
し

て
火
山
噴
出
裂
線
の
状
態
よ
少
水
面
上
隆
起
後
の
断
層

運
動
等
は
､
絶
え
ず
同
様
型
式
の
下
は
行
は
れ
た
る
も

の
で
あ
っ
て
雁
行
裂
線
を
鼻
と
し
て
金
鰭
的
に
地
盤
は

西
側
隆
起
の
傾
動
を
行
以
､
該
運
動
の
間
接
的
原
因
に

ょ
多
古
期
地
盤
は
隆
起
或
は
降
下
等
の
種
々
を
地
盤
運

動
が
行
は
れ
斯
-
て
現
地
溝
の
低
地
帯
を
生
じ
た
も
の

と
推
察
rb
れ
る
｡
而
し
て
滑
地
塵
は

一
般
に
南
部
に
薯

静
六

紋

望

八

四
〇

し
-
隆
起
的
運
動
を
'
北
部
は
沈
降
的
運
動
を
地
力
つ

J
あ
っ
た
革
を
地
形
上
察
し
得
る
｡
叉
地
盛
を
横
断
す

る
東
西
線
上
の
地
盤
運
動
状
況
を
概
観
す
る
に
p
北
部

は
不
明
で
あ
る
が
南
部
の
状
態
で
は
悔
岸
段
丘
及
地
滞

内
の
河
成
段
丘
と
新
竺

プ
〝

ク

と
の
輔
係
よ
-
考
察
し

て

前
者
は
上
位
段
丘
で
約
六

十
乃
至
八
十
米
の
隆
起

が
行
は
れ
カ
軍
.
後
者
は
其
デ
ル
タ
の
高
n
と
嘗
段
丘

の
特
使
差
は
雷
光
以
上
と
静
め
ら
れ
る
輩
は
概
に
述
べ

た
事
賓
で
あ
る
が
､
此
虞
に
於

い
て
両
者
間
に
不
等
運

動
が
行
は
れ
ね
軍
を
推
定
し
得
る
の
で
あ
っ
て
'
西
側

(
山
地
内
)
は
於
で
少
を
-
も
官
米
を
隆
起
せ
し
事
が
察

せ
ら
れ
其
差
は
約
四
十
米
華
皮
で
あ
る
｡
之
は
最
近
の

地
盤
運
動
状
態
で
あ
っ
て
'
滑
育
期
の
準
平
原
後
の
運

動
を
大
観
す
る
に
三
富
山
及
新
港
山
地
盛
の
閣
側
山
地

は
約
三
百
-
五
官
米
の
落
差
を
訟
め
ら
れ
る
0
猟
中
央

山
地
の
平
坦
両
と
新
港
山
地
塵
の
商
業
に
於
で
旦

TLm

I
五
首
米
が
考

へ
ら
れ
､
海
岸
山
脈
中
新
港
山
地
塵
は

曹
時
よ
さ
著
し
-
隆
起
を
行
っ
た
革
が
考

へ
ら
れ
る
､

又
山
脈
申
該
地
盛
は
最
も
高
位
に
上
昇
し
た
串
と
在
る



而
し
て
該
地
盤
の
前
面
断
簡
線
及
背
後
の
海
岸
断
層
挽

等
は
酉

へ
張
出
し
た
緩

い
弧
状
線
を
な
し
て
ゐ
る
.
而

も
其
前
面
の
並
行
断
層
線
は
北
と
商
に
大
腰
弧
状
を
保

ち
其
先
端
部
に
放
て
紙

で地
盤
は
隆
起
の
状
を
在
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
'
此
状

態は
徳
田
博
士
の
雁
行
山
脈
生

成
の
模
型
と
よ
-
酷
似
せ
る
輩
を
知
っ
た
.

地
溝
々
底
の
水
準
標
高
を
概
観
す
る
に
決
し
て

一
棟

の
も
つ
で
な
く
著
し
い
不
同
を
認
め
ら
れ

る
の
で
あ

る
､
之
は
又
前
記
各
地
盤
の
傾
動
運
動
の
影
響
に
因
る

革
は
'
地
溝
内
の
デ
ル

タ

や
段
丘
の
研
究
に
壕
っ
て
略

々
骨
か
れ
る
の
で
あ
る
｡

此
を
要
約
す
れ
ば
左
の
如
き
罫
と
在
る
｡

第
三
紀
層
は
宙
期
地
層
の
上
に
不
整
合
は
堆
積
L
t

其
後
第
三
紀
中
新
期
堆
積
中
か
直
後
に
於
で
地
殻
趣
動

期
に
際
し
て
､
雁
行
状
火
山
裂
碑
を
海
底
中
に
塵
じ
､

火
山
活
動
の
敢
盛
期
以
後
漸
次
該
第
三
紀
地
盤
は
隆
起

上
昇
の
姉
弟
水
面
上
に
露
出
し
た
｡
勿
論
督
初
既
に
生

じ
た
雁
行
製
錬
は
此
際
に
も
活
動
線
と
老
少
地
盤
は
簡

々
の
地
亜
及
傾
動
地
魂
と
し
イし璃
任
し
た
｡

拡
対
米
指
揮
山
脈
附
妃
の
地
形
に
就

い
て

乗
れ
は
恐
ら
-
火
山
活
動
の
終
末
期
に
近

い
時
代

(

鮮
新
期
?
)
の
活
動
で
あ
っ
て
.
地
盤
隆
起
と
共
に
各

河
流
は
直
ち
に
剣
劇
作
用
が

潜ま
れ
tL
蓬
に
殆
ど
準
平

原
化
rb
れ
ね
｡
此
際
酉
側
の
音
規
山
地
と
衆
部
新
期
暦

と
の
按
胸
部
岩
質
の
相
異
に
基
き
､
河
流
の
侵
蝕
下
刻

は
79
好
煤
件
を
附
典
し
名
に
皆
時
よ
-
79
現
在
の
地
溝

部
は
低
地
と
在
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡

斯
-
て
洪
積
期
の
初
期
の
大
活
動
は
著
し
い
地
盤
の

稗
位
.q
動
に
依
-
現
在
の
各
断
暦
紙
群
は
菌
構
造
線
上

に
回
生
n
れ
た
の
で
あ
-
馬
に
地
溝
部
の
低
地
は
所
謂

地
溝
と
し
て
の
型
式
を
完
金
に
作
ら
れ
て
､
其
虚
に
は

盛
ん
を
堆
積
作
用
が
怒
さ
れ
た
｡
現
在
地
構
内
は
観
ら

れ
る
段
丘
の
磯
暦
は
歯
時
堆
積
rhれ
ね
物
で
p
轟
轡
島

各
般
に
分
布
す
る
所
謂
轟
地
硬
骨
の
l
部
で
あ
る
革
は

一
般
に
承
離
さ
れ
て
ゐ
る
｡

之
よ
-
胎

一
期
間
を
置
い
て
敢
近
世
紀
の
地
毅
は
庸

此
地
溝
附
近
の
地
盤
運
動
を
繰
返
さ
れ
て
､
前
記
磯
暦

の

1
部
は
断
層
に
ょ
っ
て
切
断
を
n
え
行
は
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
ー
此
頃
よ
少
し
で
海
岸
山
脈
は
南
北
に
放
け

望

Z.

M

li



地

球

節
二
十

]
魯

る
著
し
い
不
等
運
動
が
行
は
れ
､
南
部
に
は

1
般
的
は

可
成
の
隆
起
む
行
S
た
る
も
､
北
部
秀
姑
轡
演
以
北
ほ

て
は
地
深
内
の
沈
降
運
動
と
共
に
山
脈
地
盤
は
沈
下
し

特
は
北
端
部
に
於
で
其
程
度
が
大
で
あ
っ
た
｡(
鯨
岸
上

棟
段
丘
の
時
代
)

其
後
最
近
の
海
岸
全
般
の
運
動
(
所
謂
隆
起
捌
瑚
礁
)

は
平
均
二
十
米
内
外
の
陸
地
上
昇
に
壕
･jL
､
海
岸
に
於

け
る
低
位
段
丘
を
作
-
荷
地
溝
内
は
於
け
る
嘗
段
丘
の

下
部
段
丘
を
作
る
と
共
は
既
に
完
成
さ
れ
た
る
各
河
流

節
六
線

四
四
〇

四
二

の
大
デ
ル
タ
に
も
回
春
作
用
を
行
は
し
め
つ
㌧
あ
る
の

で
あ
る
0

本
文
記
越
中
地
番
難
詰

7
月
鶴

に
丹
班
撃
士

の
新

竹

･
竹
束
毒
地
の
地
形
記
事
を
讃
ん
だ
が
該
地
域
に
於

け
る
素
地
磯
暦
後
に
B

･
C
の
二
段
丘
を
観
察
n
れ
ね

の
を
知
つ
ね
が
東
海
岸
山
脈
附
近
ほ
於
け
る
上
記
の
状

態
は
同
氏
の
考
察
に
大
鰭

1
致
す
る
如
く
恩
は
れ
'
毒

滞
島
の
兼
西
は
於
で
略
同
機
在
運
動
が
最
近
行
は
れ
つ

ゝ
あ
る
革
を
知
っ
た
の
で
あ
る
｡(
昭
利
九
竺

月
十
三
日
柄
)

蘇

蛋

夫

考

現

地

理
学

の
三
四

の
研
究

叫

考
規
地
理
単
に
就
い
て

冒
頭
に
際
し
て
筆
者
は
不
宵
を
省
み
ず
鼓
に
考
現
地

0
0
0

排
撃

岩

od
ern
o･ge0
graph
y
の
語
を
試
み
に
提
起
す

る
｡

rJ
の
語
た
る
や
敢
て
適
切
怒
ら
と
は
愚
考
だ
も
せ

ぬ
所
で
あ
カ
'
適
骨
の
語
あ
れ
ば
之
が
改
名
を
希
ふ
程

の
も
の
で
は
あ
る
が
'
最
近
漸
く
雄
に
在
･O
つ
つ
あ
る


